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万葉集443番歌の「牛留鳥」の解釈について
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03/0443 ．．．天地の 神を祈ひ祷み いかにあらむ 年月日にか つつじ花 にほへる君が（香君
之） にほ鳥の（牛留鳥）なづさひ来むと 立ちて居て 待ちけむ人は．．．


















































































































































































































































































































巻/歌番号 原 文 訓 読 文
03/0430 吉野川 奥名豆颯 吉野の川の 沖になづさふ
04/0509 鳥自物 魚津左比去者 家乃嶋 鳥じもの なづさひ行けば 家の島
06/1016 遊乎将見登 莫津左比曾来之 遊ぶを見むと なづさひそ来し
09/1750 暇有者 魚津柴比渡 向峯之 暇あらば なづさひ渡り 向つ峰の
10/2071 天河 足沾渡 君之手毛 天の川 なづさひ渡る 君が手も
11/2492 丹穂鳥 足沾来 人見鴨 にほ鳥の なづさひ来しを 人見けむかも
12/2947異伝 尓保鳥之 奈津柴比来乎 人見鴨 にほ鳥の なづさひ来しを 人見けむかも
15/3623 安麻能等毛之備 於伎尓奈都佐布 海人の燈火 沖になづさふ
15/3625 安気久礼婆 於伎尓奈都佐布 可母須良母 明け来れば 沖になづさふ 鴨すらも
15/3627 柔保等里能 奈豆左比由気婆 伊敝之麻婆 にほ鳥の なづさひ行けば 家島は
15/3691 奈美能宇倍由 奈豆佐比伎尓弖 安良多麻能 波の上ゆ なづさひ来にて あらたまの
17/4011 可賀里左之 奈豆左比能保流 露霜乃 篝さし なづさひ上る 露霜の
19/4156 可我理左之 奈頭佐比由気婆 吾妹子我 篝さし なづさひ行けば 我妹子が











































































06/1019 石上 布留の尊は たわやめの 惑ひに因りて 馬じもの 縄取り付け（縄取附）鹿猪じ
もの 弓矢囲みて．．．







06/1002 馬の歩み（馬之歩）押さへ留めよ（押止駐余）住吉の 岸の黄土に にほひて行かむ
12/3097 さ檜隈 檜隈川に 馬留め（駐馬）馬に水かへ（馬尓水令飲）我よそに見む




03/0354 縄の浦に（縄乃浦尓）塩焼く火のけ 夕されば 行き過ぎかねて 山にたなびく




































































































































03/0266 近江の海（淡海乃海） 夕波千鳥 汝が鳴けば 心もしのに 古思ほゆ



































































な き す み
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